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【構想のコンセプト】

玉野市中心部の宇野港において、広大な遊休地である宇野駅以東エリアを広域交流拠点として、
賑わい、居住促進のための安全・安心なエネルギーインフラ基盤整備及び、高付加価値なまちの実現を目指す
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※収入発生

回遊性、 賑わい向上回遊性、安心・安全な暮らし、賑わい向上レジリエンス、収支改善、イメージ向上レジリエンス、収支改善、イメージ向上

広域交流拠点の賑わい・居住促進

LP1：エネルギーインフラ整備によるレジリエンスなまち LP2：創蓄省エネによる賑わい・高付加価値なまち
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